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 WOODコレクション「JAPAN ReWOOD」2024（仮称）企画提案募集要領 

 

 WOODコレクション実行委員会（以下「実行委員会」という。）では、東京の木 多摩産

材をはじめとする日本各地の地域材を活用した木材製品の展示会である WOODコレクショ

ン「JAPAN ReWOOD」2024（仮称）（以下「JAPAN ReWOOD」という。）を開催する。以て新

たな木材需要を喚起し、木材利用の拡大を図るとともに、森林の循環に寄与することを

目的とする。 

ついては、下記の要領で、「JAPAN ReWOOD」の運営事業者となりうる者からの企画提案

を募集し、審査により優秀な提案をした１社を受託者として選定する。 

 

１ 委託内容の概要 

別添「WOOD コレクション『JAPAN ReWOOD』2024（仮称）会場運営等業務委託仕様書

（案）」及び選定された企画提案内容を踏まえて、実行委員会と受託者との協議により、

企画提案内容を反映させた仕様書を作成し、委託内容とする。 

 

２ 委託契約予定額 

  ２５５，０００，０００円（税込） 

  ※契約金額は、応募者の提案した「概算見積書」の金額とし、委託業務完了後に実

行委員会が受託者へ支払うこととする。 

 

３ 応募者の要件 

  下記（１）から（５）の要件を全て満たすこと。 

(１) 東京都財務局の競争入札参加有資格者名簿（催事関係業務）で入札格付けが「Ａ」

又は過去に WOODコレクション（モクコレ）又は 「JAPAN ReWOOD」開催に係る企画

運営の受託実績があること。 

 (２) 売上高が委託契約額（予定）以上であること。 

 (３) 自己資本（純資産）がマイナスでないこと。 

(４) セキュリティに関する認証（ISO27001/ISMS）又は個人情報保護に関する認証（プ

ライバシーマーク）を法人として保有していること。 

 (５) 事業者説明会に参加すること。 

 

４ 応募方法 

公募期間中の令和６年２月 28 日（水）から３月５日（火）１２時（正午）までに、

「10 問い合わせ先」に対し、本企画提案に参加する意思があることをメールにて連絡

すること。また、「５ 事業説明会」の参加人数を併せて連絡すること。 

なお、期限を過ぎて申請されたものについては、無効とする。 
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５ 事業説明会 

  日時：令和６年３月７日（木） 午前 10時から 

  方法：ビデオ会議ツールを使用し、オンラインにて行う予定である。 

詳細は別途通知する。 

事業説明会に参加できる者は、「４ 応募方法」に従い、公募期間中に本企画提案に

参加する意思を表明した者のみとする。 

 

６ 応募届 

「５ 事業説明会」を踏まえ、本企画提案に応募する意思のある者は、下記提出書類

を令和６年３月 14日（木）17時までに提出すること。 

なお、応募届の提出がない場合は、辞退したものとみなす。 

（１）提出書類 

 ① 別紙１「応募届」 

 ②「３ 応募者の要件（１）～（５）」を満たすことが証明できる書類 

 

７ 企画提案募集の概要 

（１）企画提案は、別添「WOODコレクション 『JAPAN ReWOOD』2024（仮称）会場運営 

等業務委託仕様書（案）」に適合した企画提案であること。 

 (２) 企画提案項目（様式は自由）  

「JAPAN ReWOOD」の実施に係る企画について、P6 の企画提案審査項目を参考に、

No.1～10 の順で既存の内容に捉われない斬新な発想とこれまでのノウハウ等を活か

し、実現可能な提案をすること。その際、下記事項に留意すること。 

① 全体構成 

会期終了後、やむを得ず実績が設定した目標数値に満たなかった場合は、「目標

を達成できなかった理由」及び「具体的改善案」を明示した書面を実行委員会へ提

出すること。 

② キービジュアル・デザイン 

  「JAPAN ReWOOD」の目的や本提案の基本的な考え方を表現し、かつ、出展者や来

場者の参加を促すキービジュアル・デザイン（ポスター、HP 等）を提示すること。

なおその際、委託仕様書（案）別添「JAPAN ReWOOD ロゴマーク」を使用すること。 

③ 具体的な方策 

「JAPAN ReWOOD」の広報から出展者と来場者のマッチング、会期後のフォローア

ップまで、「JAPAN ReWOOD」の運営全般に関する効果的なツール又は活動などを提

案し、目標数値（来場者数・商談件数・出展者満足度等）を達成するために以下の

考え方を示すこと。 

   ア．会場レイアウト及び会場装飾 

下記事項を踏まえ、活気ある展示会となる会場のレイアウト及び装飾を提案す
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ること。提案に際しては、来場者の周遊性（屋内会場内及び屋内外両会場の往来）

について、十分に配慮すること。なおその際、具体的にイメージが湧くようパー

ス図を作成すること。 

（ア）屋内会場・屋外会場共通 

企画展示については、来場者属性を分析の上、来場者誘致に資するような

展示を行うこととし、展示のためのスペースを十分確保すること。 

（イ）屋内会場 

・40 都道府県程度の事業者が出展する予定である。小間の大きさは縦 3m×

横 3m 程度とし、全体で 150 小間程度の配置を想定している。但し全体のバ

ランスや消防導線等の関係上、指定した小間数の配置が難しい場合はその限

りではない。 

 なお、（ア）の企画展示スペース（屋内会場）の配置を工夫することによ

り、より多くの事業者が出展できるようなレイアウトを企画すること。 

・出展事業者は、業種分類ごとに固めるレイアウトとする。 

・メインステージについては、オープニングセレモニーを実施することを踏

まえ、それにふさわしい装飾を施すこと。また、ＶＩＰなどが登壇すること

を踏まえ、動線に配慮した配置とすること。 

    （ウ）屋外会場 

都内の団体（20 団体程度を想定）が出展する予定である。会場レイアウ

ト等については仕様書を踏まえて企画すること。  

イ．概算見積書 

企画案について必要経費を項目ごとに詳細に積算したうえ、総額を計上するこ 

と。 

(３) 提案方法 

１社１提案とする。 

令和６年３月下旬に実施（都庁内会議室、開催日時は別途連絡）、プレゼンテー

ションを１社あたり 20分程度で実施する。 

プレゼンテーションに必要な機材のうち、モニター及び HDMIケーブルは実行委

員会が用意する。その他の必要な機材については、応募者が用意すること（機材

のセッティングは応募者で行うこと）。 

応募者多数の場合は、提出された企画提案書をもとに事前審査を行い、プレゼ

ンテーション参加者を選定する。 

(４) 審査結果通知 

審査後、応募者に対し、審査の結果を速やかに通知する。審査内容等、審査結 

果の詳細について、実行委員会に関する質問には一切回答はしない。 

(５) 選定された応募者の責務 

① 選定された応募者は、実行委員会と協議し、実施計画案を作成したのち、実行委
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員会との間で別途委託契約を締結することとする。 

② 選定された応募者内で、本事業の実施運営体制及び緊急時の連絡体制を構築する

こと。 

③ 仕様書に記載のないことについて、委託者から指示されたことについては指示書

を発行する。発行された際は、指定期日までに従うこと。 

なお、指示書で改善されない場合及び不良不適切な事項に対しては改善指示書を

発行することとする。 

 (６) 応募に係る経費の負担 

この応募に係る経費は応募者の負担とする。また、提案時に提出された企画案、

資料等は返却しない。 

(７) 企画提案募集要領に関する質疑 

募集要領に関する質疑は令和６年３月８日（金）から 13 日（水）12 時までに、

下記の「10 問い合わせ先」宛へメールにより行うこと。上記期間以降の質疑には

回答しないため、注意すること。 

また、締切後一括回答ではなく、順次回答する。 

(８) その他 

プレゼンテーションの際には、厳正な審査を実施するため、協力会社等も含め応

募者名が分かるような表現をしないこと。また、過去の実績等についても触れない

こと（違反した場合には選定対象から除外する。）。 

 

８ 企画提案に係る提出書類 

(１) 提出書類 

① 会社概要 

② 応募者の主要実績を記載した書類 

③ 企画提案書 

「７ 企画提案募集の概要」記載の内容を網羅すること 

(２) 提出部数･提出方法 

(１)の①及び②は各１部、③は８部を、令和６年３月 19 日（火）12 時までに下

記の「10 問い合わせ先」住所に持参すること。 

(３) 提出書類の作成方法 

① (１）の①及び②は別冊とし、③は１冊にまとめ、表紙を付けて提出すること。

② (１) の②には、これまでの実績の中で「JAPAN ReWOOD」と類似したもの（製品

展示会等）であって応募者が企画、運営等を実施したものを A4 版 1 ページ程度に記

載すること。 

③ (１）の③のうち、１部には応募者名を表紙に記入し、残り７部には応募者名を

記入せずに提出すること。 

④ 提案書類は基本的にＡ4版、横長、横書きとすること。ただし、図面等で必要な
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場合や特に指示がある場合は、Ａ3版を折り込んでも構わない。 

⑤ (１）の③のうち「JAPAN ReWOOD」の名称は「WOODコレクション『JAPAN ReWOOD』

2024（仮称）」とすること。 

⑥ (１）の③には、「概算見積書」を添付し、企画案についての必要経費を項目ごと

に積算を行ったうえ、総額を計上すること。 

 

９ 使用料等 

東京ビッグサイト南１・２ホール及びシンボルプロムナード公園の３日間の会場 

借上費については、実行委員会が直接、株式会社東京ビッグサイト及び東京港埠頭株

式会社に支払うため、委託料には含めない。また、展示会前日及び当日の警備業務に

ついては、実行委員会が別途業務委託する予定である。ただし、特別応接室費用及び

その他各種料金（電気料金、空調料金、水道料金、都市ガス料金、アンカーボルト補

修費、通信料金、サイン設備料金、待機場料金、駐車料金、会場清掃料金、東京の森

林・林業の魅力を伝える企画・展示等に要する出展者の人件費や材料費等、林業機械

展示に係る各料金（回送費、機種レンタル費等）、会場復旧料金等）については、受

託者の負担とし、契約金額に含むものとする。 

 

10 その他 

  本事業は、令和６年度歳入歳出予算が令和６年３月３１日までに都議会で可決され

た場合において、令和６年４月１日に確定するものとする。 

 

11 問い合わせ先 

  WOODコレクション実行委員会事務局 

（東京都産業労働局農林水産部森林課内） 

 担当 大久保、立澤 

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

      東京都庁第一本庁舎 21階中央 

電話番号   03(5320)4855（直通） 

E-mail     Tomotaka_Ookubo@member.metro.tokyo.jp 

Erisa_Tatsuzawa@member.metro.tokyo.jp 

              （メールは以上の２カ所に送ること） 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:Tomotaka_Ookubo@member.metro.tokyo.jp
mailto:Manami_Honke@member.metro.tokyo.jp
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WOODコレクション「JAPAN ReWOOD」2024（仮称）企画提案審査項目 
 

※各評価項目において実現性を踏まえ評価を実施 

 

No. 評価項目 内  容 配点 

1 全体構成 

①JAPAN ReWOOD の趣旨、目的、特徴等を踏まえ、木材や地域材の良さを知った

上でコンセプトを提示しているか 

また、他の展示会との差別化を図っているか 

②目標（来場者数、商談件数、出展者満足度等）の達成のための手段が具体的

であるか 

③屋外会場と屋内会場のつながりを意識した構成となっているか 

10 

2 
キービジュアル 

デザイン 

①JAPAN ReWOOD の目的や提案の基本的考え方を表現しているか 

②出展者や来場者の興味関心、参加を促すものか 
10 

3 広報 

①JAPAN ReWOOD のターゲットを明確にし、来場者目標達成のため具体的かつ効

果的な手法となっているか 

②一般消費者（子供含む）ほか、学生が来場されるような広報活動・来場誘致

活動が図られているか 

③小売り及び森林・林業・木材産業への就職・転職検討者等を対象とした広報

活動・来場誘致活動は、出展者との商談や就業支援が効果的に実施されるもの

となっているか 

10 

4 
会場レイアウト・ 

ノベルティ 

①来場者の周遊性（屋内外の両会場）に配慮しているか 

 また、屋内会場と屋外会場の回遊性を持たせ、両会場に訪れるような工夫が

されているか 

②屋内会場におけるメインステージは、セレモニー等実施するにふさわしい装

飾となっているか。 

③ノベルティが来場者促進、アンケート回収率向上に寄与するような魅力的な

ものになっているか 

10 

5 企画展示 

①来場者の誘致に資する魅力的な内容となっているか 

②屋内外の両会場の展示概要、来場者想定を踏まえた企画となっているか 

③屋内外の両会場の展示・製品を見て体験することで、森林・林業から木材利

用までの森林循環が理解できる工夫がなされているか 

10 

6 

ステージ 

プログラム・ 

ワークショップ 

①木材の利用拡大というメインテーマ、来場者属性を踏まえ、来場者の招致に

資するものとなっているか 

②屋内会場におけるステージプログラムは、一般消費者が木材について広く興

味関心を持つことができるような講師・ゲストを提示しているか 

③ワークショップは、子供も楽しめて、木材の良さを感じることができる内容

であるか 

10 

7 マッチング ①商談マッチングのための手法は具体的かつ効果的か 10 
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8 オンライン 

①オンライン展示会を構築するに十分なシステムが備わっているか 

②出展者にとって編集等の作業がしやすく、また出展者へのサポートが十分で

あるか 

③オンライン展示会への来場者の興味関心、参加を促すデザイン、コンテンツ

が備わっているか 

④オンライン展示会内の回遊性を高めるための方策及びコンテンツの設置が

なされているか 

10 

9 
熱中症対策・ 

悪天候時の対応策 

①屋外会場において、来場者・出展者・スタッフ等の熱中症対策を行うための

設備やスペースの確保等が十分に想定できているか 

 また、傷病者が出た際の対応場所の確保や対応マニュアル等が十分に想定で

きているか 

②屋外会場において、ゲリラ豪雨や雷雨等、悪天候時の対応策（プログラム変

更や避難誘導計画等）を十分に想定できているか 

10 

10 
運営体制・ 

その他 

①目標来場者の達成に向け、実現可能性が高い運営体制、連絡体制、スケジュ

ール、見積となっているか 

②個人情報保護や著作権等の法令遵守に対する考え方や体制は十分なものと

なっているか 

③飲食物販売時の容器をはじめ、環境負荷低減に向けた実施方針を明確にし、

それに基づいた実施計画となっているか 

④企画提案全般を通じて、熱意が感じられ、積極性が見られるか 

⑤JAPAN ReWOOD の開催効果について効果検証が可能な企画（指標・手法）とな

っているか 

⑥経費の配分は妥当か 

10 


